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▶2023 年もよろしくお願い申し上げます。読者
の皆さまの悩みや課題を少しでも解決できる雑
誌をお届けしたいと思います。▶1 月号の特集
は，「いま，改めて考える『組織倫理』」です。
編集作業を行う中で，コロナ禍という危機的状
況が，看護や看護管理の本質を浮き彫りにした
のかなと感じました。また，“変化”が前提の状
況で常に思考し，先を見据え続ける看護管理者
の仕事は大変なものだと改めて思い至りました。
▶本号から，坂本すが先生による新連載「看護
管理 ときにはバーディー ほぼパー」がスタートし
ました（連載タイトルは，日々の看護管理の様子
を坂本先生のお好きなゴルフに例えています）。
坂本先生の看護管理の哲学を感じていただきな
がら，「こんな考え方もあるのか」「私ももう少し
頑張ってみよう」と，明日からの看護管理のヒン
トや活力になれば幸いです。� （林田）

▶読者の皆さま，本年もどうぞよろしくお願い申
し上げます。わたくしごとですが，2023 年 3 月で

『看護管理』誌を担当してから丸 10 年になるこ
とに気づきました。多くの皆さまに支えられて続け
ることができました。ありがとうございました。雑
誌の発行に 120 回携わってきたと思うと感慨深
いです。この間，ひとまず健康であったことは天
からの贈り物という感じもしています。2022 年は
年齢の10 の位が1 つ上がる年でしたので，●代

（←隠すことでもないですが）を『看護管理』と
ともに過ごしてきたことになります。2022 年 12 月
3 日には竹熊カツマタ麻子先生をお迎えして，
ウェビナー「Share & Dialogue」を「自分らし
い働き方，生き方を選ぶ」をテーマに行わせて
いただきましたが，節目を迎えている私個人が欲
しているテーマだったのかもしれません。10 年後
どのように生きていたいか，年の初めに展望して
みたいと思います。� （小齋）

編集後記

特集

副看護師長・看護師長が
共に育ち，活躍する組織
「看護師長・副看護師長（主任）フェス」レポート・1
2023 年夏からサービス開始を予定している，看護管理者の皆さまのための生涯学習プラット
フォーム「看護管理 まなびラボ」では，施設を越えた看護管理者のつながりを創出するイベント
を開催していきます。� �
その第1弾として，2022 年10月22日に「看護師長・副看護師長（主任）フェス」を開催しま
した。副看護師長と看護師長が共に育ち，活躍する組織について，講師のレクチャーとQ＆A
を通じて考察しました。その模様をお届けします。

副看護師長はつらいよ！　楽しいよ？！ 
リアルな苦悩と思いの共有◉保田江美
副看護師長を育てる 
認知的徒弟制と経験学習の視点から◉松尾 睦
成長する副看護師長になるために 
役割移行期をしなやかに乗り切る◉保田江美
なぜ，人を育てることは難しいのか？ 
バランスのよい管理者になるためのヒント◉杉浦真由美

特別記事

意思決定支援ツール OOVL を看護管理にも活かす②◉青山ヒフミ／内橋 恵

巻頭シリーズ

Share & Dialogue◉竹熊カツマタ麻子

2023年初夏より，看護管理者
の皆さまのための生涯学習サー
ビスを開始予定です。下記Web
サイトを，ぜひチェックしてみて
ください。
https://kanlabo.igaku-shoin.
co.jp/

「看護管理 まなびラボ」はじまります！
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